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午前10時00分開議

○議長（市山 繁君） 皆さん、おはようございます。

中村出征雄議員から欠席の届けがあっております。ただいまの出席議員は、１９名であり、定

足数に達しております。

これから議事日程表（第１号）により、５月第２回会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（市山 繁君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

５月第２回会議の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により５番、小金丸益明議員、

６番、深見義輝議員を指名いたします。
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────────────・────・────────────

日程第２．審議期間の決定

○議長（市山 繁君） 日程第２、審議期間の決定についてを議題といたします。

お諮りいたします。５月第２回会議の審議期間は、本日１日といたしたいと思います。御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、５月第２回会議の審議期間は、本日１日

と決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３．諸般の報告

○議長（市山 繁君） 日程第３、諸般の報告を行います。

諸般の報告を申し上げます。

平成２４年壱岐市議会定例会５月第２回会議に提出された受理議案等は報告１件、同意４件、

合計５件であります。

次に、系統議長会であります。

５月９日、東京都において、全国自治体病院都市議会協議会第４０回定期総会が開催され、出

席をいたしました。

総会に先立ち、総務省自治財政局準公営企業室長松田浩樹氏より「公立病院改革について」と

題し、自治体病院の現状、経営状況、地方公営企業会計制度の見直しについて講演がございまし

た。

総会においては、平成２３年度決算、２４年度事業報告・計画並びに予算が認可決定され、役

員改選では会長に東京都町田市の田中修一議長が就任されました。その後、医師確保対策や自治

体病院に係る交付税措置を初めとする財政措置等の要望決議が採択されたところであります。

以上のとおり、系統議長会に関する報告がありますが、詳しい資料につきましては、事務局に

保管をいたしておりますので、必要な方は御高覧をお願いいたします。

本定例会に議案等説明のため、白川市長初め教育委員会委員等に説明員として出席を要請して

おりますので御了承願います。

以上で、私からの報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．市長の所信表明

○議長（市山 繁君） 日程第４、市長の所信表明を行います。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕
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○市長（白川 博一君） おはようございます。

本日ここに、平成２４年壱岐市議会定例会５月第２回会議の開催にあたり、今後の市政運営に

ついて所信の一端を申し述べます。

先の市長選挙において、市民皆様の温かい御支援をいただき、２期目の市政を担当させていた

だくことになりました。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

これまでの４年間、市民皆様の御理解・御協力を賜り、壱岐市の振興・発展のために、多くの

行政課題に取り組み、将来の壱岐市を見据えた各種施策を実践してまいりました。

私は、今回の選挙において「継続は力」を訴えてまいりました。４年間の取り組みをさらに深

く掘り下げ、また新たな行政課題に向き合いながら、そして、このたびの選挙を通じて賜りまし

た市政への御意見を初め、市民皆様の声に真摯に耳を傾け、諸課題に全身全霊をかけて取り組み、

壱岐市のため、市民皆様の幸せのため、市民皆様と心を一つに、壱岐市の振興・発展を図ってま

いりますので、今後とも御理解、御協力を賜りますようお願いいたします。

それでは、今後の市政運営について、基本的な考え方を申し述べさせていただきます。

まず、離島振興についてでございます。

離島振興法の延長・改正に向けた取り組みについては、平成２５年３月３１日の同法の期限切

れが迫り、いよいよ正念場を迎えております。５月１１日には、離島振興法改正に向けた与野党

実務者会議が開催され、離島振興法改正大綱案及び改正条文案が、大筋において合意がなされて

おります。

この中で、私も全国の離島関係市町村とともに、強く訴えてまいりました離島航路運賃低廉化、

ＪＲ並み運賃実現の国策としての取り組みにつきましては、本大綱案に、人流・物流費用の低廉

化が明記されており、そのほか、これまで訴えてまいりました、多くの離島振興政策が盛り込ま

れております。今後、法案の最終審議がなされ、現在開会中の「第１８０回通常国会」に上程、

早期成立を図ることとされております。

これまで御尽力いただきました国会議員皆様、国、そして関係機関に心から感謝の意を表する

ものであります。

今後も、本法案の早期成立そして予算の確保等さらなる推進を図ってまいります。

次に、国境離島新法、仮称でございますけれども、制定に向けた取り組みについてでございま

す。

現在、国境離島をめぐる問題が大きくクローズアップされており、国境離島は国防上、そして

日本の資源確保の面からも非常に大きな役割を果たしていることは言うまでもございません。こ

うした国境離島を守ること、すなわち日本を守るための新しい法律、国境離島新法（仮称）の創

設が検討されております。



- 7 -

この法律の具体的な内容はまだはっきりしておりませんが、例えば外国船による密漁対策は、

これまで、漁船が監視船の役割を果たし、大きな効果を上げていたと言われております。すなわ

ち、漁業は国境の見張り役、防衛の最前線であります。

こうしたことから、国は、漁業者が安心して出漁できる環境をつくる義務があると考えている

ところでございます。国境離島新法（仮称）が成立いたしますと漁業を初めあらゆる産業や流通

の活性化など、大きな効果が期待できると認識しておりますけれども、この法律が適用されます

のは、当然、国境離島のみであります。

こうした中にあって、壱岐は国境離島なのかという議論があります。壱岐は間違いなく国境離

島であります。元寇を初め、これまで壊滅的な被害を受けている歴史もあります。また、対馬海

峡には公海があり、外国船の航行はもちろんのこと潜水艦が通っていることも考えられます。

こうしたことから、国境離島新法（仮称）の成立と壱岐が国境離島であることを強くアピール

するため、本年度、長崎県国境離島総決起大会を壱岐市で開催することが決定いたしております。

現時点では、来年２月を予定しているところでございます。市民皆様、議員各位におかれまして

は、こうした趣旨を御理解いただき、御協力をお願い申し上げます。

次に、行財政改革について申し上げます。

行財政改革につきましては、これまで壱岐市行財政改革実施計画及び無駄遣いストップ実施計

画そして政策評価等に基づき、市一丸となって取り組み、成果を上げてきたところであります。

特に総人件費の圧縮については、特別職及び現時点では、県内唯一となる職員の給与カット等

を行い、総人件費の１割削減に向けて懸命に取り組み、その結果、平成２０年度当初予算人件費

と平成２４年度当初予算人件費を比較いたしますと、７億２,６５４万円、１３.６％の削減とな

り、目標を大幅に達成したところであります。

また、無駄遣いストップにつきましても、平成２０年度から平成２２年度までの各年度累計で、

１７億２,９１８万円の削減実績でありまして、人件費では単独の本年度の削減額を含めますと、

２４億円を超える経費削減が実現したこととなります。

しかし、今後さらに厳しい財政運営を強いられることとなります。御承知のとおり、平成

２２年度普通会計決算で、歳入全体の約３５％を占める普通交付税が、合併から１１年目の平成

２６年度から５年間で段階的に縮減され、平成３１年度からは、壱岐市本来の算定となり、現在

の交付額から２０億円を超える額が減額されることとなります。今後の市政運営においては、常

にこのことを見越し、取り組んでいかなければなりません。しかし一方では、地域主権、また市

民ニーズの多様化など、行政に求められるものは複雑多岐にわたってまいります。

このため、新たな行財政改革の指針となる壱岐市行財政改革大綱及び壱岐市行財政改革実施計

画、中長期財政計画の策定を本年度行ってまいります。
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また、職員の意識改革についてでありますけれども、これまで職員に対し申してまいりました

３項目、「地域のリーダーであってほしい」「素早い対応」「常に壱岐市のことを考えること」

の実践とボランティアなど積極的な参加などさらに促してまいります。また、職員提案制度及び

優良職員表彰規程を制定し、壱岐市のためにみずから考え、みずから実践する気運を高めてまい

ります。

こうした職員のやる気、そしてこうした積み重ねが市民皆様の信頼を得ることにつながるもの

であり、ひいては壱岐市の活性化につながるものであると確信をいたしておるところであります。

いずれにいたしましても、職員一丸となって壱岐市発展・活性化のために全力で市政運営に当

たってまりいますので、御理解賜りますようお願いを申し上げます。

次に、産業の振興について申し上げます。

まず、農業・水産業の振興についてでございますけれども、本市の基幹産業である農業・水産

業の振興・発展がない限り、壱岐市の活性化はないといっても過言ではございません。

こうしたことから、これまで、農業・水産業につきましては、関係団体と連携を図りながら本

市独自の各種振興施策等を講じてまいりました。

農業においては、後継者や優秀な能力を持った人材の確保、集落営農組織の育成が不可欠であ

ることから、担い手育成といたしまして、新規就農者・農業後継者や女性農業者などが目指す認

定農業者の認定や、集落内の話し合いによる集落営農組織の設立を推進したところでございます。

また、肉用牛振興については、壱岐肉用牛改良方針に即した優良系統牛育成の取り組みを継続

して実施したことによりまして、全国市場の中でもトップクラスにランクされ、さらに、優良繁

殖牛の育成確保を国・県の事業に加え、市単独費による緊急増頭対策等を通じて繁殖牛

７,０００頭の回復に取り組んでまいりました。

また、水産業におきましては、漁獲の減少、魚価の低迷、漁業者の高齢化、漁業の後継者不足、

さらには燃油の高騰など依然として厳しい状況が続く中、水産業及び漁村の活性化を図るため、

平成２３年９月から全国初の認定漁業者制度並びに漁業後継者対策制度をスタートさせ、より効

率的・計画的な漁業経営の創出と計画的な漁業後継者の育成を図ってまいりました。

さらに、漁業者の担い手対策の一環として、漁船リース事業、漁業近代化資金の利子補給、漁

獲共済・漁船損害保険への一部助成、そして漁船漁業の機器設備の充実を図るため、漁船近代化

施設整備への助成、さらには密漁による被害を防止するための監視活動に対する助成、漁場の生

産力の向上や集落の創意工夫を活かした離島漁業再生支援交付金事業、「壱岐栽培センター」を

中心とした栽培漁業の推進等を図ってまいりました。

これらの各種振興政策を継続して実施するとともに、さらに農業・水産業の生産と、それを加

工して販売する事業展開、いわゆる第６次産業化の推進を図ってまいります。国においては、平
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成２２年に、六次産業化法が公布され、その推進が図られ、全国各地で大きな成果を上げている

ところであります。

本市においても各種団体において、こうした取り組みを実践しておりますが、さらなる推進を

図ってまいります。

また、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）につきましては、これまで同様、壱岐市の基幹産業と

地域社会を守るため、関係機関、団体と十分連携を図り、参加について粘り強く反対の立場を貫

いてまいります。

次に、観光振興について申し上げます。

壱岐の恵まれた自然環境や歴史遺産、そして一支国博物館、イルカパーク等観光施設をフルに

活用し、体験型観光の推進、修学旅行の誘致、壱岐市福岡事務所の開設、各種行事・イベント等

の誘致など、これまで観光振興・交流人口拡大に積極的に取り組んでまいりました。

本年３月、これからの観光振興の方向性と課題を検証した「壱岐市観光振興計画」を策定した

ところでございます。本計画では、「玄界灘の宝石箱・壱岐～二千年の歴史と美食を求めて～」

をコンセプトに、「しまの宝を活かした観光地づくり」「おもてなしの推進運動」「観光基盤づ

くりの整備・充実」「観光振興を担う観光まちづくり組織の構築」「情報発信・誘致戦略の強

化」の５つの基本方針に基づき、各種施策の展開を図ってまいります。

特に「観光振興を担う観光まちづくり組織の構築」におきましては、現在ございます観光振興

団体の専門知識やマンパワーを集結させた新たな観光まちづくり組織を構築いたしまして、情報

発信の一元化、いわゆる窓口の一本化を図り、着地型観光の推進を図ってまいります。

次に、商工業の振興と雇用対策について申し上げます。

商工業の振興につきましては、本市の経済環境が非常に厳しい状況にある中、これまで商工会

活動や商店街のにぎわい創出につながる事業に対する支援を行い、活性化に努めてまいりました。

今回新たに、事業の活性化と、中小企業者の負担軽減及び経営の安定に寄与するため、信用保

証協会保証料の助成制度を創設してまいりたいと考えております。

雇用につきましては、これまで、国の「緊急雇用創出事業臨時特例交付金」及び「ふるさと雇

用再生特別交付金」を効果的に活用し、さらに、公共事業の活用により、緊急・短期的な就業機

会と継続的な雇用機会の事業を展開してまいりました。

今後も、観光施設整備事業、壱岐市不法投棄回収・パトロール事業、原の辻遺跡公園管理運営

事業など、市単独事業を実施するとともに、国・県の施策に注視し、各種雇用創出事業を展開し

てまいります。

企業誘致の推進は、働く場の確保と地域活性化の観点から本市の重要な課題でありますが、景

気の低迷も重なり新たな企業誘致は困難を極めております。しかし、誘致企業については、離島
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というハンデの中、業績を好調に伸ばす企業もあることから、今後も既に誘致している企業に対

するフォローアップと光通信環境のもと、ＩＴ情報関連業種を中心に、県と連携して企業誘致に

努めてまいります。

次に、福祉・健康づくりについて申し上げます。

安心、ゆとりのある福祉社会の実現についてでございますけれども、各種福祉対策や市民皆様

の福祉活動を総合的に展開するため、本年３月にその基本となる「壱岐市地域福祉計画」を策定

いたしました。また、あわせて障がい福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制

の確保を図るため、同じく本年３月に「第３期壱岐市障がい福祉計画」を策定したところであり

ます。

今後、これらの計画をもとに、さらなる安心、ゆとりのある福祉社会の実現に努めてまいりま

す。

特に光ファイバー網を活用し、高齢者皆様が安心して暮らせるよう、福祉・保健・医療情報の

提供機能や共有化機能を高めるとともに、高齢者の安否確認、見守りシステムを構築してまいり

ます。

また、「壱岐市高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画」を本年３月策定をいたしました。

常時介護を必要とする方が、自宅等で暮らすことが困難な場合のために、既存施設の整備状況を

十分に踏まえた上で、入所施設の整備を検討してまいります。特に待機者が多く、施設の増設希

望がある特別養護老人ホームにつきましては、新たに６０床を、また、認知症対応型共同生活介

護、いわゆるグループホームを１ユニット（９床）公募にて増床する計画をいたしております。

次に、ゆとりと優しさではぐくむ子育て環境の実現につきましては、子育て環境の充実につい

ては、これまで、地域の子育て支援機能の充実を図り、子供の健やかな成長を促進するため、子

育て応援講座・交流の場の提供・子育てに関する相談などの事業を展開してまいりました。

また、市内幼稚園と認可保育所の一部および僻地保育所の多くが定員割れの状況である一方、

３歳未満児の入所が増加している現状を踏まえ、保護者皆様が安心して子供を預けられる環境を

構築するため、「壱岐市幼保連携（一体化）計画（仮称）」の作成に取り組んでおります。

また、国においては「子ども・子育て新システム」を創設することにより、市町村は、「市町

村新システム事業計画（仮称）」を策定し、地域の実情に応じて提供体制を計画的に整備すると

位置づけております。その中で、こども園（仮称）の創設が決定いたしまして、法案成立後、段

階的に、新施設に移行させる方針となっております。

今後、国の動向を見きわめ、将来を見据えた、壱岐市の実情に合った計画を策定いたします。

次に、生涯にわたり健康に暮らせる社会の実現でございますけれども、これまで、市民皆様の

健康づくりのために、各種健（検）診、相談、予防、教室等の充実を図り、また、受診率の向上
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のため、市民皆様との協働で実施しております健康づくり推進員「活きいきすこやか２１」とと

もに啓発事業の推進を行ってまいりました。

さらに、重症化の予防のため、健（検）診後の保健指導の充実と生活習慣の改善指導に取り組

んでまいりました。今後も、慢性腎臓病予防対策、肝炎対策などを実施してまいります。

また、食生活改善推進員（通称ヘルスメイト）皆様におかれましても、総勢２００人近い組織

力と結束力で、食を通じての健康づくりに関する市民啓発を、あらゆる場で展開していただいて

おりまして、今後も、市民皆様と行政が一体となった市民協働の活動を推進してまいります。

次に、教育について申し上げます。

学校教育につきましては、平成２３年４月、壱岐市中学校の４校体制がスタートし、保護者皆

様、地域皆様、そして学校、教育関係者皆様の御尽力によりまして、混乱もなく、生徒は充実し

た学校生活を送っているものと理解をしております。本体制につきましては、教育委員会におい

て、検証がなされますが、将来の壱岐市を担う、日本を担う子供たちのため、今後も学校教育の

充実に努めてまいります。

また、小学校の統廃合については、中学校統廃合の検証と小学校は地域の文化の拠点でもある

ことから、地域住民皆様の御意見等を十分にお聞きしながら、慎重に進めてまいります。

次に、第６９回国民体育大会について申し上げます。平成２６年第６９回国民体育大会「長崎

がんばらんば国体」において、ソフトボール競技（成年女子）と自転車競技（ロード）の２競技

の本市開催に向け、諸準備を進めております。平成２５年のリハーサル大会及び平成２６年の本

大会に向け、関係機関と連携を図り、万全の体制を整えてまいります。

また、壱岐市を全国にアピールする絶好の機会であり、市民皆様の国体開催の機運を高め、全

国から集まる選手や応援の方々を、おもてなしの気持ちでお迎えするため、より具体的な計画を

立て、ＰＲを進めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。

市民病院につきましては、長崎県病院企業団加入に向け、懸命に取り組みを行っております。

構成団体である長崎県及び５市１町の同意を得るその前段として、２月２日には市山議長とと

もに長崎県知事へ、また４月２０日に、再び、長崎県知事と面会し、病院企業団加入についての

御理解と御指導をお願いしたところであります。

また、５月２日に対馬市への協議を皮切りに、構成団体への協議を市山議長の御協力をいただ

きながら進めているところでございます。

今後につきましては、県、企業団の御指導を受け、加入条件の諸課題を整理し、県、関係構成

団体の議会、企業団議会等の承認、法的手続等を進め、早期加入を目指してまいります。また、

職員の処遇につきましても、それぞれの所管部署の体制を強化し、協議を進めております。
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精神科病床の一日も早い再開、救急救命率の向上など、壱岐市の医療を守るため、強い決意を

持って取り組んでおりますので、議員各位、市民皆様の御理解、御協力をお願い申し上げます。

なお、平成２５年４月から市民病院へかたばる病院の機能を統合し、経営の一本化を図ってま

いります。

次に、防災についてでございますが、東日本大震災から１年が経過し、被災地におきましては、

国が総力を上げて復旧・復興に取り組まれております。

この東日本大震災は、これまで想定した災害をはるかに超えるもので、今後の災害対策に多く

の教訓を残しました。こうした教訓を活かすべく、これから策定いたします市の地域防災計画に

つきましては、特に、地震津波対策と原子力災害対策について、国が定める防災基本計画や県の

地域防災計画との整合性を図りながら、見直しを進めてまいります。

なお、原子力災害につきましては、東京電力福島第一原子力発電所の事故の状況を見ますと、

いまだ多くの避難者が、ふるさとに帰ることができない状況が続いている中で、壱岐市は、九州

電力玄海原子力発電所から、ＵＰＺ（緊急防護措置計画区域）３０キロメートル圏内に入ること

から、万が一事故が起きた場合のことを考えますと、市民皆様の生命・身体・財産、そしてこの

すばらしい壱岐を守る観点から、原子力発電所の原則廃止の立場をとっているところであります。

また、５月７日には、九州電力（株）に対し、佐世保市、平戸市、松浦市、壱岐市そして伊万

里市の玄海周辺５市長により、安全協定締結のための要請活動を実施したところであります。今

後、長崎県、そして関係自治体と十分連携を図り、対応してまいります。

大規模な災害に対応するためには、公助の充実はもちろんのこと、共助・自助を高めていくこ

とも重要であります。災害に備え、地域における防災力の向上を図るため、今後も自主防災組織

の育成や災害時の応援体制として、災害時相互応援協定の締結など進めてまいります。

以上をもちまして、今後の市政運営に対する所信の一端を申し述べましたが、これからも直面

する行政課題に対応しながら、行財政改革を推進し、財政の健全化に努めますとともに、明日に

希望の持てるまちづくりに誠心誠意全力で取り組んでまいります。市民皆様並びに議員各位の御

理解と御支援を賜りますようお願い申し上げます。

本日提出いたしました案件は、専決処分の報告及び人事案件の同意を含めた５件でございます。

何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

────────────・────・────────────

日程第５．報告第２号

○議長（市山 繁君） 次に、日程第５、報告第２号損害賠償の額の決定に関する専決処分の報

告についてを議題といたします。
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提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本案件につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしくお願

い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（市山 繁君） 久間総務課長。

〔総務課長（久間 博喜君） 登壇〕

○総務課長（久間 博喜君） おはようございます。報告第２号につきまして、御説明を申し上げ

ます。

損害賠償額の決定についての専決処分の報告について、地方自治法第１８０条第１項及び壱岐

市議会基本条例第１１条第１項第１号の規定により、議会において指定されている事項について

別紙のとおり専決処分したので報告いたします。本日の提出でございます。

これは、壱岐市議会基本条例におきまして、専決処分の指定及び報告をすることができる事項

として、規定されております。１件５０万円以内において、法律上、市の義務に属する損害賠償

の額を定めることに該当しますので、専決処分をさせていただいたものでございます。

それでは、次のページをお開き願います。平成２４年５月１日付、専決処分書、損害賠償の額

を定めることについてでございます。

本件の概要でございますが、平成２４年３月２４日午後１時ごろ、壱岐市芦辺町諸吉本村触

２０７８番地８において、市が設置した壱岐市長選挙ポスター掲示場が強風で倒れ、付近に駐車

していた損害賠償の相手方である個人所有の車両に接触し損害を与えたものでございます。損害

賠償の相手方は、芦辺町に在住の方で、損害賠償額は５万９,８５０円であり、当該車両の修理

代でございます。これは全額、壱岐市が加入しております全国町村会総合賠償補償保険の保険金

で対応させていただきました。

以上で報告を終わります。

〔総務課長（久間 博喜君） 降壇〕

○議長（市山 繁君） これから、報告第２号に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

音嶋議員。

○議員（３番 音嶋 正吾君） この選挙看板の設置のあり方について、お尋ねいたします。

これは、市が直営で、例えば、労働者を雇用して設置したのか、それとも請負の、請けの形で

設置をされたのか、その件に関してお答えをいただきます。

○議長（市山 繁君） 久間総務課長。

○総務課長（久間 博喜君） ただいまの音嶋議員さんの質問にお答えをいたします。
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設置につきましては、業者に委託をしております。で、業者選定については、見積もり入札の

方法で行っております。

○議長（市山 繁君） 音嶋議員。

○議員（３番 音嶋 正吾君） 被災をされた市民の皆様にはおわびを申し上げます。ただ、この

請負契約をした場合に関しては、瑕疵義務というのが発生をしませんか、瑕疵担保というのが。

市が、加入している保険で措置をしたと安易に言われますけども、いわゆる瑕疵担保責任という

のはどういうふうになっておるわけですか。契約上は、必ずそういうことは発生し得ると思いま

すので。その件に関する見解を伺います。

○議長（市山 繁君） 久間総務課長。

○総務課長（久間 博喜君） ただいまの件についてお答えをいたします。

ポスターの掲示場の設置に関しては、契約を交わして仕様書のほうも取り交わしております。

で、仕様の内容の中で、保守管理業務ということの契約もあわせてしております関係上、本来な

らば設置場所に堅固に設置することということの条項もございます。ただ、想定外の自然災害等

もあることでございます。

で、条項の中に、台風等災害が発生した場合は、発注者と相談し対応するということで規定を

させていただいております。で、今回３月２４日のケースにおきましては、警報は出ておりませ

んでしたけども、強烈な突風が吹いていたということでございまして、この保険の適用に当たり

ましては、保険会社等とも協議をいたしまして、この台風等災害が発生した場合に準ずるという

ような適用で取り扱っていただいたところでございます。

以上です。

○議長（市山 繁君） 音嶋議員。

○議員（３番 音嶋 正吾君） 総務課長が言われるわけはわかるんですが、どこで、災害と認定

をし得るのかということになるわけです。これが、例えば、警報が出て、風速何メートル以上吹

いて、設置に耐え得ると、風に耐えることができなくて倒れたというような理由づけがあればい

いんですが、警報も出ていない、例えば何メートルぐらいの風が吹いて倒れた。その設置に対す

る安全性はどういうふうにして担保するわけですか、そうすれば。倒れたら全部いわゆる保険対

応できるということになるわけですか。

○議長（市山 繁君） 久間総務課長。

○総務課長（久間 博喜君） ただいまの御質問についてでございますけども、この仕様書の中で

その設置に関する基準というのは詳細には設けておりません。

ただ、今回のような事故のケースの場合、本来、その保守業務として業者が負担しなければな

らないというような状況である場合は、もちろん業者のほうに責任として御負担をお願いするわ
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けでございますけども、まずはその状況がその保険の適用している部分に対象となるかどうか、

保険会社との協議をまず優先をさせまして、その状況が保険の対象になるということであれば、

保険適用をし、対応をさせていただいたというところでございます。

○議長（市山 繁君） 音嶋議員。

○議員（３番 音嶋 正吾君） 私は、こうした契約の場合は、過失割合を明確にすべきではない

かということを申し上げておきます。すべて保険に対応しておれば市の方で対処する、そういう

ことであっていいのかということに対して警鐘を発しておきます。

○議長（市山 繁君） 久間総務課長。

○総務課長（久間 博喜君） 確かにそういうところも想定した上で、きちんとした取り決めの上

で、保守管理のほうも委託をしなければならないと思っております。今後、その点について十分

調整をし、仕様書等の作成に配慮してまいりたいと思います。

以上でございます。

○議長（市山 繁君） ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 質疑がありませんので、報告第２号に対する質疑を終わります。

これで、報告を終わります。

ここで、議案配付のためしばらく休憩をいたします。自席でお待ちください。

午前10時36分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時37分再開

○議長（市山 繁君） 再開いたします。

────────────・────・────────────

日程第６．同意第１号

○議長（市山 繁君） 次に、日程第６、同意第１号壱岐市副市長の選任についてを議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 同意第１号について御説明を申し上げます。

壱岐市副市長の選任について。次の者を壱岐市副市長に選任する。本日の提出でございます。

住所、壱岐市勝本町仲触２８６番地。氏名、中原康壽。生年月日、昭和２６年１月５日でござい

ます。

本案は、平成２４年４月３０日から空席となっております副市長職について中原康壽氏を選任
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したいので、地方自治法第１６２条の規定により議会の同意を求めるものでございます。なお、

同氏の経歴につきましては、別紙参考を御参照願います。御審議賜りまして御同意いただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（市山 繁君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省略

したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、本件については、委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 討論なしと認め、討論を終わり、採決します。この採決は起立によって

行います。本件はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（市山 繁君） 起立多数です。よって、同意第１号壱岐市副市長の選任については、同

意することに決定いたしました。

またここで議案配付のため、しばらく休憩いたします。

午前10時40分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時42分再開

○議長（市山 繁君） 再開いたします。

────────────・────・────────────

日程第７．同意第２号

日程第８．同意第３号

○議長（市山 繁君） 次に日程第７、同意第２号壱岐市教育委員会委員の任命について、日程

第８、同意第３号壱岐市教育委員会委員の任命についてを議題といたします。

提案理由の説明を認めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 同意第２号について御説明を申し上げます。
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壱岐市教育委員会委員の任命について。次の者を壱岐市教育委員会委員に任命する。本日の提

出でございます。住所、壱岐市芦辺町住吉前触７８１番地２。長嶋耕一。生年月日、昭和２４年

１２月１５日でございます。

本案は、壱岐市教育委員会委員須藤正人氏が平成２４年５月１９日をもって任期満了となるの

で、後任として長嶋耕一氏を教育委員会委員に任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。なお、長嶋氏の経歴

につきましては、別紙参考御参照願います。

次に、同意第３号について御説明をいたします。

壱岐市教育委員会委員の任命について。次の者を壱岐市教育委員会委員に任命する。本日の提

出でございます。住所、壱岐市石田町筒城仲触１８４４番地６。松嶋賀代子。生年月日、昭和

２６年１月４日。

本案につきましては、壱岐市教育委員会委員大浦宏道氏が平成２４年５月１９日をもって任期

満了となりますので、後任として松嶋賀代子氏を教育委員会委員に任命したく地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。松嶋

氏の経歴につきましては、別紙参考御参照願います。

御審議賜りまして、御同意いただきますようよろしくお願い申し上げます。なお、教育長の選

任につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１６条第２項の規定によりまし

て、教育委員の委員会の委員である者のうちから教育委員会が任命することとなっておりますの

で申し添えます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（市山 繁君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りいたします。同意第２号及び同意第３号については、会議規則第３７条第２項の規定に

より委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、同意第２号及び第３号については、委員

会付託を省略することに決定いたしました。

これから同意第２号に対する討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 討論なしと認め、討論を終わります。

採決します。この採決は起立によって行います。本件はこれに同意することに賛成の方は起立
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を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（市山 繁君） 起立多数です。よって、同意第２号壱岐市教育委員会委員の任命につい

ては同意することに決定いたしました。

次に、同意第３号に対する討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 討論なしと認め、討論を終わり、採決します。この採決は起立によって

行います。本件はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（市山 繁君） 起立多数です。よって、同意第３号壱岐市教育委員会委員の任命につい

ては同意することに決定いたしました。

ここで、議案配付のため、暫時休憩をいたします。

午前10時46分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時47分再開

○議長（市山 繁君） 再開いたします。

────────────・────・────────────

日程第９．同意第４号

○議長（市山 繁君） 次に、日程第９、同意第４号壱岐市監査委員の選任についてを議題とい

たします。

提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 同意第４号について御説明を申し上げます。

壱岐市監査委員の選任について。次の者を壱岐市監査委員に選任する。本日の提出でございま

す。住所、壱岐市石田町筒城東触２６７番地。氏名、喜多丈美。生年月日、昭和２２年１月

２６日でございます。

本案は、壱岐市代表監査委員山本善勝氏が平成２４年５月１８日をもって任期満了となります

ので、後任として喜多丈美氏を壱岐市監査委員に選任したく、地方自治法第１９６条第１項の規

定により議会の同意を求めるものでございます。なお、同氏の経歴につきましては、別紙参考を

御参照願います。

御審議賜りまして御同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕
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○議長（市山 繁君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 質疑がありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りいたします。本件については、会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を省略

したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、本件については、委員会付託を省略する

ことに決定をいたしました。

これから討論を行います。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 討論なしと認め、討論を終わり、採決をいたします。この採決は起立に

よって行います。本件はこれに同意することに賛成の方は起立を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（市山 繁君） 起立多数です。よって、同意第４号壱岐市監査委員の選任については同

意することに決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第１０．壱岐市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

○議長（市山 繁君） 次に、日程第１０、壱岐市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙を行い

ます。

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって指名

推選により行いたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。したがって、選挙の方法については指名推選で行

うことに決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議長が指名することにいたしたいと思いますが御

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。したがって、議長において指名することに決定を

いたしました。

お手元に配付のとおり、選挙管理委員会委員には長山清信氏、松本充宣氏、西雪晴氏、富谷太

一、選挙管理委員会委員補充員には、山本洋子氏、山内幸雄氏、占部利夫氏、品川哲範氏を指名

したいと思います。
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お諮りいたします。ただいま議長が指名いたしました方を選挙委員会委員及び選挙管理委員会

委員補充員の当選人と定めることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました長山清信氏、

松本充宣氏、西雪晴氏、富谷太一を選挙管理委員会委員に、山本洋子氏、山内幸雄氏、占部利夫

氏、品川哲範氏を選挙管理委員会委員補充員に当選されました。

なお、選挙管理委員会委員に欠員が生じた場合の補充順序は、ただいま議長が指名いたしまし

た順序にしたいと思いますが御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、第１順位に山本洋子氏、第２順位に山内

幸雄氏、第３順位に占部利夫氏、第４順位に品川哲範氏の順に決定をいたしました。

以上で予定された議事は終了いたしましたが、この際、お諮りいたします。本定例会において

議決されました案件について、その条項、字句、数字その他整理を要するものにつきましては、

会議規則第４３条の規定によりその整理を議長に一任されたいと思いますが御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（市山 繁君） 異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定をいた

しました。

ここで、須藤教育長よりあいさつの申し出があっておりますので、これを許します。須藤教育

長。

〔教育長（須藤 正人君） 登壇〕

○教育長（須藤 正人君） 一言、ごあいさつを申し上げます。

私、５月１９日の任期満了をもちまして壱岐市教育長を辞すことにいたしました。２期８年の

間、数々の仕事に恵まれました。県立虹の原特別支援学校の壱岐分教室の開設、市内全幼稚園で

の延長保育の実施、原の辻遺跡の保存整備、市立一支国博物館の建設、そして中学校の規模適正

化、また、新たな給食センターの建設によりまして、市内の学校給食の一本化などでございます。

このすべてにつきまして、市議会議員の皆様方から多くの御指導をいただきました。心からのお

礼を申し上げたいと思います。ありがとうございました。

昭和４４年の勝本町職員としての出発から約４３年間の公務員生活でございました。多くの事

をやらせていただきました。その一つ一つに心を注入したつもりでございますけれども、すべて

がうまくいったのかなという不安がございます。ただ、４３年間の公務員生活でしたけれども、

健康体でこの日を迎えております。何よりの幸せだと思っております。

それでは、壱岐市議会と壱岐市のますますの御隆盛と皆様方の旺盛なる御活躍と御健勝を祈り
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まして、お別れをいたしたいと思います。お世話になりました。ありがとうございました。（拍

手）

〔教育長（須藤 正人君） 降壇〕

○議長（市山 繁君） 教育長、お疲れさんでした。

────────────・────・────────────

○議長（市山 繁君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。本日はこれで散会をいたしま

す。お疲れさんでした。

午前10時55分散会

──────────────────────────────
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